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国
家
統
一
委
員
会
・
国
家
統
一
綱
領
の
「
終
止
」
と
中
国
国
民
党
の
「
台
湾
論
述
」

●
は
じ
め
に｜

経
緯
と
海
外
の
反
応

二
○
○
六
年
一
月
二
九
日
、
台
湾
の
陳
水
扁
総
統
は
国
家
統
一
委
員
会

と
国
家
統
一
綱
領
の
廃
止
を
検
討
す
る
と
述
べ
た
。
翌
日
、
こ
れ
に
対
し

て
ア
メ
リ
カ
国
務
省
は
「
台
湾
独
立
を
支
持
せ
ず
、
一
方
的
な
現
状
の
改

変
に
反
対
す
る
」
と
の
声
明
を
発
表
し
た
。
ア
メ
リ
カ
は
、
同
国
版
「
一

つ
の
中
国
」
政
策
を
掲
げ
、
陳
水
扁
政
権
が
台
湾
帰
属
意
識
を
強
め
る
政

策
を
掲
げ
る
た
び
に
、「
台
湾
独
立
を
支
持
し
な
い
」
と
牽
制
し
て
き
た
。

た
だ
し
、
中
国
大
陸
と
は
異
な
り
、「
台
湾
独
立
に
反
対
す
る
」
と
述
べ

る
こ
と
を
避
け
て
い
る
。
つ
ま
り
、
自
ら
は
独
立
を
支
持
し
な
い
が
、
台

湾
住
民
が
独
立
を
選
択
し
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
仕
方
な
い
か
の
よ
う
な

表
現
を
用
い
て
い
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
馬
英
九
中
国
国
民
党
主
席
兼

台
北
市
長
（
以
下
、
馬
主
席
）
の
最
近
の
言
動
も
こ
れ
に
近
い
と
思
わ
れ

る
も
の
が
多
い
。
た
だ
し
、
ア
メ
リ
カ
は
二
○
○
三
年
の
公
民
投
票
導
入

（
実
施
は
翌
年
）
に
対
し
て
、「
一
方
的
な
現
状
変
更
の
可
能
性
が
あ
る
」

と
懸
念
を
表
明
し
た
。

そ
の
後
、
米
台
両
政
府
は
廃
止
問
題
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。
ア
メ

リ
カ
は
「
廃
止
」（abolish

）
に
反
対
し
、「
凍
結
」（frozen

）
へ
の
変

更
を
求
め
た
。
し
か
し
、
台
湾
側
は
、
国
家
統
一
委
員
会
や
統
一
綱
領
が

既
に
凍
結
状
態
に
あ
る
と
主
張
し
た
。
そ
こ
で
、「
終
止
」（cease

）
と

す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
二
月
二
七
日
、
総
統
府
国
家

安
全
会
議
は
、
国
家
統
一
委
員
会
の
運
用
と
国
家
統
一
綱
領
の
適
用
を

「
終
止
」
す
る
と
決
定
し
、
二
八
日
、
陳
総
統
は
こ
れ
を
正
式
に
承
認
し

た
。ア

メ
リ
カ
や
日
本
は
、「
終
止
」
を
台
湾
独
立
で
は
な
い
と
論
評
し
た
。

し
か
し
、
後
に
台
湾
政
府
高
官
が
「
終
止
」
と
「
廃
止
」
は
同
じ
だ
と
述

べ
た
と
伝
え
ら
れ
、
米
国
務
省
が
台
湾
政
府
に
弁
明
を
求
め
る
事
態
も
起

き
た
。
こ
れ
は
、
二
七
日
の
記
者
会
見
で
、
邱
義
仁
国
家
安
全
保
障
会
議

秘
書
長
が
、「『
廃
止
』
で
は
な
く
、『
終
止
』
と
し
た
理
由
は
、
ア
メ
リ

カ
に
対
す
る
譲
歩
で
は
な
く
、
法
律
用
語
と
し
て
適
当
だ
か
ら
だ
」
と
説

分
析
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台
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立
」
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レ
ト
リ
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国
家
統
一
委
員
会
・
国
家
統
一
綱
領
の
「
終
止
」
と
中
国
国
民
党
の
「
台
湾
論
述
」

竹
内
孝
之

　

国
家
統
一
綱
領
の
趣
旨
は
「
中
華
民
国
」
の
台
湾
化
と
国
際
参
加
を
目
指
し
、
後
の
李
登
輝
「
両
国
論
」
に
つ

な
が
る
要
素
も
含
む
も
の
だ
っ
た
。
陳
水
扁
政
権
は
当
初
、
国
家
統
一
綱
領
に
則
り
、
対
中
関
係
改
善
を
図
っ
た
。

だ
が
中
国
大
陸
は
冷
淡
な
反
応
し
か
示
さ
ず
、
陳
水
扁
政
権
の
反
発
と
今
回
の
「
終
止
」
を
招
い
た
。
一
方
、
台

湾
の
野
党
、
中
国
国
民
党
は
中
国
帰
属
意
識
と
台
湾
帰
属
意
識
の
狭
間
に
置
か
れ
、
微
妙
な
対
応
を
迫
ら
れ
て
い

る
。
本
稿
で
は
、
台
湾
に
お
け
る
「
中
華
民
国
」
の
地
位
に
つ
い
て
分
析
し
た
上
で
、
今
回
の
出
来
事
を
巡
る
背

景
と
政
治
的
発
言
の
レ
ト
リ
ッ
ク
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
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「
台
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独
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」
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国
家
統
一
委
員
会
・
国
家
統
一
綱
領
の
「
終
止
」
と
中
国
国
民
党
の
「
台
湾
論
述
」

明
し
た
こ
と
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

中
国
大
陸
で
は
二
月
二
八
日
、
国
務
院
お
よ
び
中
国
共
産
党
の
台
湾
事

務
弁
公
室
が
今
回
の
決
定
を
「
法
理
独
立
」
と
非
難
す
る
声
明
を
発
表
し
、

ま
た
胡
錦
濤
国
家
主
席
も
陳
総
統
を
非
難
し
た
。「
法
理
独
立
」
と
は
明

確
な
宣
言
を
伴
わ
な
い
、
国
内
法
理
に
よ
る
実
質
的
な
「
台
湾
独
立
」
を

指
す
（
詳
細
は
後
述
）。

●
問
題
の
所
在

国
家
統
一
綱
領
の
適
用
「
終
止
」
は
、
二
○
○
八
年
の
次
期
総
統
選
挙

で
民
進
党
が
有
利
な
立
場
に
立
つ
た
め
に
行
わ
れ
た
と
見
ら
れ
た
。
と
い

う
の
も
、
昨
年
九
月
に
就
任
し
た
馬
主
席
は
将
来
の
総
統
候
補
の
中
で
最

有
力
と
言
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
二
○
○
五
年
一
二
月
の
県
市
長
選
挙
で

も
中
国
国
民
党
は
二
三
県
市
の
う
ち
一
四
県
市
長
の
座
を
勝
ち
取
り
、
馬

主
席
の
「
初
陣
」
は
成
功
を
収
め
た
。
今
年
（
二
○
○
六
年
）
一
二
月
に

は
、
行
政
院
直
轄
市
（
台
北
市
、
高
雄
市
）
の
市
長
、
市
議
会
選
挙
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。
民
進
党
と
し
て
は
、
連
敗
を
避
け
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
馬
主
席
に
も
弱
点
は
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
中
国
国
民
党

が
戦
後
に
国
家
に
属
す
る
べ
き
旧
日
本
資
産
を
不
当
取
得
し
た
と
追
及
さ

れ
る
一
方
で
、
馬
主
席
の
就
任
後
も
そ
の
資
産
の
売
却
を
進
め
、
同
党
の

収
入
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
政
府
や
民
進
党
は
こ
れ
を
非
難
し
た
が
、

馬
英
九
人
気
の
大
き
な
低
下
に
は
結
び
つ
い
て
い
な
い
。

も
う
一
つ
の
弱
点
は
、
馬
主
席
の
帰
属
意
識
が
中
国
に
あ
る
の
か
、
台

湾
に
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
ま
さ
に
馬
主
席
本
人
の
問
題
で
あ

り
、
格
好
の
攻
撃
材
料
で
あ
る
。
国
家
統
一
委
員
会
と
国
家
統
一
綱
領
の

「
終
止
」
は
、
そ
こ
を
狙
い
撃
ち
し
た
と
言
え
る
。

た
だ
し
、
そ
れ
だ
け
が
今
回
の
「
終
止
」
の
背
景
で
は
な
い
。
実
際
に

は
、
さ
ら
に
重
要
な
観
点
が
三
つ
あ
る
。

①
法
的
な
観
点
。

「
中
華
民
国
」
の
台
湾
化
に
関
す
る
観
点
と
も
言
い
換
え
ら
れ
る
。
国

家
統
一
綱
領
の
「
終
止
」
は
、「
台
湾
独
立
」
に
向
け
た
行
動
と
い
え
る

の
だ
ろ
う
か
。
台
湾
の
憲
法
規
定
や
国
際
的
地
位
を
再
確
認
し
た
上
で
議

論
す
る
べ
き
で
あ
る
。

②
陳
総
統
に
よ
る
対
中
国
大
陸
政
策
の
全
体
像
。

陳
総
統
は
就
任
当
初
、
政
府
間
関
係
の
樹
立
、
さ
ら
に
中
国
大
陸
と
の

統
合
に
ま
で
言
及
し
、
関
係
改
善
を
試
み
た
。
そ
の
た
め
、
陳
総
統
は
独

立
派
か
ら
も
非
難
を
受
け
た
。
し
か
し
、
中
国
は
陳
総
統
の
こ
う
し
た
呼

び
か
け
に
応
じ
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
過
去
の
経
緯
も
含
め
た
分
析
が
必

要
で
あ
る
。

③
中
国
国
民
党
の
台
湾
本
土
化
。

昨
年
七
月
の
中
国
国
民
党
主
席
選
挙
期
間
中
、
馬
英
九
と
対
立
候
補
だ

っ
た
王
金
平
立
法
院
院
長
は
い
ず
れ
も
、
中
国
帰
属
意
識
を
強
調
し
、
尖

閣
諸
島
を
巡
る
対
日
強
硬
姿
勢
を
見
せ
た
。
だ
が
、
選
挙
終
了
後
、
馬
主

席
は
独
自
の
台
湾
帰
属
意
識
の
表
明 

（「
台
湾
論
述
」）
を
模
索
し
始
め
た
。

結
論
を
先
に
言
え
ば
、
国
家
統
一
綱
領
の
適
用
「
終
止
」
は
言
葉
遊
び

で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
台
湾
が
置
か
れ
た
現
状
は
何
ら
改
善
さ
れ
な
い
。

陳
総
統
や
民
進
党
に
限
ら
ず
、
中
国
国
民
党
な
ど
の
野
党
、
各
国
政
府
も
、

台
湾
問
題
に
関
し
て
言
葉
遊
び
を
行
い
、
お
互
い
や
有
権
者
に
対
す
る
影

響
力
の
確
保
を
図
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
う
し
た
レ
ト
リ
ッ
ク
を
解

け
ば
、
台
湾
問
題
の
本
質
に
近
づ
く
こ
と
が
可
能
な
は
ず
で
あ
る
。

●
法
的
な
観
点
Ⅰ｜

台
湾
と
「
中
華
民
国
」
の
関
係

国
家
統
一
委
員
会
や
国
家
統
一
綱
領
に
つ
い
て
説
明
す
る
前
に
、
ま
ず

台
湾
と
「
中
華
民
国
」
の
関
係
を
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

①
「
中
華
民
国
」
の
台
湾
移
転
と
「
一
つ
の
中
国
」。

中
華
民
国
は
一
九
一
二
年
に
中
国
大
陸
で
成
立
し
た
。
当
時
、
台
湾
は

日
本
の
植
民
地
で
あ
り
、
中
華
民
国
の
領
土
で
は
な
か
っ
た
。
台
湾
が
中

華
民
国
の
版
図
に
入
る
の
は
、
日
本
の
敗
戦
後
で
あ
る
。
日
本
は
一
九
五

○
年
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
に
調
印
し
、
台
湾
の
領
有
権
を
放

棄
す
る
。
し
か
し
、
中
華
民
国
は
そ
れ
を
待
た
ず
、
一
九
四
五
年
に
台
湾

省
を
置
き
、
台
湾
を
自
国
領
土
と
し
て
扱
っ
た
。

そ
の
後
、
中
国
大
陸
で
は
一
九
四
六
年
に
国
共
内
戦
が
勃
発
し
、
一
九

四
九
年
に
中
国
共
産
党
が
「
中
華
人
民
共
和
国
」
を
「
建
国
」
し
た
。
中
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」
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国
家
統
一
委
員
会
・
国
家
統
一
綱
領
の
「
終
止
」
と
中
国
国
民
党
の
「
台
湾
論
述
」

国
国
民
党
は
「
中
華
民
国
」
の
政
府
機
構
や
軍
な
ど
を
台
湾
に
移
転
さ
せ
、

金
門
・
馬
祖
（
福
建
省
に
属
す
る
島
嶼
）
を
除
き
、
中
国
大
陸
に
あ
る
領

土
を
全
て
失
っ
た
。
こ
う
し
て
、
中
国
共
産
党
＝
「
中
華
人
民
共
和
国
」

政
府
＝
中
国
大
陸
と
、
中
国
国
民
党
＝
「
中
華
民
国
」
政
府
＝
台
湾
（
＋

金
門
・
馬
祖
）
の
対
立
構
図
が
で
き
上
が
っ
た
。

し
か
し
、
双
方
と
も
、
相
手
の
版
図
も
自
ら
の
主
権
が
及
ぶ
領
土
の
一

部
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
つ
ま
り
、
中
国
と
い
う
国
家
で
の
内
戦
が
継
続

中
で
あ
り
、
相
手
を
反
乱
勢
力
あ
る
い
は
旧
政
権
の
残
党
と
見
な
し
た
。

こ
れ
が
「
一
つ
の
中
国
」原
則
で
あ
る
。
中
国
国
民
党
の
立
場
で
は
、「
中

華
人
民
共
和
国
建
国
」
ば
か
り
か
、
外
モ
ン
ゴ
ル
（
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和

国
）
の
独
立
ま
で
認
め
ず
、「
中
華
民
国
」
領
土
に
含
め
て
い
る
。
ま
た
、

台
湾
な
ど
実
効
支
配
領
域
は
「
自
由
地
区
」
と
呼
称
さ
れ
た
。

②
台
湾
の
民
主
化
と
「
中
華
民
国
」
の
台
湾
化
。

た
だ
し
、「
自
由
地
区
」
と
は
名
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
動
員
戡か
く

乱ら
ん

時
期

臨
時
条
款
（
国
共
内
戦
に
対
応
す
る
た
め
、
一
九
四
八
年
に
制
定
さ
れ
た

一
時
的
な
憲
法
修
正
条
項
）
が
一
九
九
○
年
ま
で
存
続
し
、
人
権
遵
守
や

民
主
制
度
に
関
す
る
中
華
民
国
憲
法
の
規
定
は
実
質
的
に
廃
棄
さ
れ
た
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
中
国
国
民
党
＝
「
中
華
民
国
」
政
府
は
、
選
挙
な
ど

民
主
的
な
国
家
運
営
を
台
湾
だ
け
で
実
施
す
る
こ
と
が
「
中
華
民
国
」
を

台
湾
国
家
に
変
貌
さ
せ
て
し
ま
う
「
法
理
独
立
」
に
当
た
る
こ
と
を
あ
げ

た
。
こ
う
し
た
非
民
主
的
な
党
国
体
制
の
存
続
は
、
中
国
大
陸
と
台
湾
の

関
係
を
国
共
内
戦
の
延
長
と
み
な
す
根
拠
に
も
な
る
。
こ
れ
は
一
九
七
○

年
代
以
降
、
中
国
の
正
当
政
府
と
し
て
の
承
認
を
獲
得
し
た
中
国
共
産
党

＝
「
中
華
人
民
共
和
国
」
政
府
に
と
っ
て
も
好
都
合
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
台
湾
の
民
主
化
に
は
、「
台
湾
は
中
華
民
国
の
領
土
の
一

部
に
す
ぎ
な
い
」
と
い
う
虚
構
の
否
定
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
李
登
輝
総

統
は
民
主
化
の
本
格
化
に
あ
た
り
、
一
九
九
○
年
六
月
、
与
野
党
を
含
む

幅
広
い
識
者
を
集
め
て
国
是
会
議
を
開
催
し
、
民
主
化
の
方
向
や
手
続
き

な
ど
を
議
論
さ
せ
た
。
し
か
し
、
当
時
の
李
登
輝
政
権
は
中
国
帰
属
意
識

の
強
い
保
守
派
も
多
く
、
彼
ら
と
の
妥
協
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
た
。
そ

の
た
め
、
一
九
九
一
年
以
後
、
複
数
回
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
憲
法
改
正

で
は
、
憲
法
本
文
の
修
正
で
は
な
く
、
追
加
修
正
条
項
方
式
を
採
用
し
た
。

中
華
民
国
憲
法
は
、
一
九
四
六
年
に
制
憲
国
民
大
会
が
制
定
し
た
も
の

で
、
内
容
に
は
中
国
大
陸
で
の
施
行
を
想
定
し
た
条
文
が
多
く
含
ま
れ
る
。

ま
た
、
追
加
修
正
条
項
の
前
文
に
は
「
統
一
前
の
需
要
に
応
え
る
た
め
」

と
記
さ
れ
、
中
国
大
陸
と
の
つ
な
が
り
が
形
式
的
な
が
ら
も
維
持
さ
れ
た
。

李
総
統
は
一
九
九
二
年
頃
に
よ
う
や
く
権
力
基
盤
を
固
め
、「
中
華
民

国
在
台
湾
」（
台
湾
に
お
け
る
中
華
民
国
）
を
主
張
し
始
め
た
。
し
か
し
、

現
行
憲
法
規
定
で
も
追
加
修
正
条
項
が
維
持
さ
れ
、「
中
華
民
国
」
と
台

湾
は
名
目
上
、
完
全
に
一
致
し
て
い
な
い
。
だ
が
、「
中
華
民
国
」
の
台

湾
化
は
民
主
化
と
一
体
で
あ
り
、
実
質
的
に
は
進
展
し
た
の
で
あ
る
。

●
法
的
な
観
点
Ⅱ｜

国
家
統
一
委
員
会
と
国
家
統
一
綱
領

国
家
統
一
綱
領
も
憲
政
改
革
と
同
じ
く
、「
中
華
民
国
」
の
台
湾
化
を

事
実
上
、
支
持
し
た
。
国
家
統
一
委
員
会
は
、
国
是
会
議
よ
り
遅
れ
て
一

九
九
○
年
一
○
月
に
総
統
府
内
に
設
置
さ
れ
、
対
中
国
大
陸
政
策
の
基
本

方
針
を
議
論
し
た
。
国
家
統
一
綱
領
は
同
会
議
が
一
九
九
一
年
二
月
に
策

定
し
、
同
三
月
に
行
政
院
に
て
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
同
綱
領
は

法
律
で
は
な
く
、
何
の
強
制
力
も
持
た
な
い
。

①
国
家
統
一
綱
領
の
内
容
。

国
家
統
一
綱
領
は
、
民
主
的
で
自
由
な
、
経
済
水
準
が
平
準
な
統
一
中

国
の
建
設
を
目
標
に
掲
げ
た
。「
大
陸
と
台
湾
は
等
し
く
中
国
の
領
土
で

あ
る
」
と
の
現
状
認
識
を
示
し
、
統
一
ま
で
の
段
階
を
三
つ
に
分
け
た
。

⒤
政
治
実
体
と
し
て
相
互
認
知
し
、（
半
官
半
民
の
）
仲
介
機
構
に
よ

る
交
流
を
行
う
。
台
湾
は
憲
政
改
革
（
民
主
化
）
を
実
施
す
る
。

（ii）
公
式
な
交
渉
ル
ー
ト
（
政
府
間
関
係
）
を
確
立
し
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
で

の
交
流
を
行
う
。
国
際
組
織
へ
の
参
加
に
は
双
方
が
協
力
す
る
。

（iii）
統
一
の
た
め
の
協
議
機
構
を
設
立
さ
せ
る
。

第
一
、
第
二
段
階
に
は
詳
細
な
記
述
が
あ
る
。
一
方
、
第
三
（
最
終
）

段
階
の
記
述
は
短
い
。
ま
た
、
統
一
は
「
台
湾
地
区
人
民
の
権
益
と
安
全

や
福
祉
の
維
持
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
原
則
も
掲
げ
て
い

る
。
民
主
主
義
の
常
識
か
ら
言
え
ば
、
公
民
投
票
を
経
ず
、
台
湾
有
権
者
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析
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ト

「
台
湾
独
立
」
を
め
ぐ
る
レ
ト
リ
ッ
ク̶

国
家
統
一
委
員
会
・
国
家
統
一
綱
領
の
「
終
止
」
と
中
国
国
民
党
の
「
台
湾
論
述
」

の
意
思
を
無
視
し
た
統
一
は
不
可
能
で
あ
る
。
重
点
は
第
一
お
よ
び
第
二

段
階
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
中
国
大
陸
や
国
際
社
会
に
台
湾
国
家
た
る
「
中

華
民
国
」
を
承
認
さ
せ
る
こ
と
が
、
国
家
統
一
綱
領
の
本
音
で
あ
っ
た
。

第
三
段
階
の
統
一
は
建
前
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

②
国
家
統
一
綱
領
と
中
国
大
陸
の
対
立
点
。

国
家
統
一
綱
領
と
中
国
大
陸
の
間
に
は
、
多
く
の
対
立
点
が
あ
る
。

ま
ず
、
同
綱
領
の
掲
げ
る
民
主
や
自
由
に
つ
い
て
で
あ
る
。
当
時
の
中

国
大
陸
は
天
安
門
事
件
（
一
九
八
九
年
）
で
の
民
主
化
弾
圧
か
ら
時
間
が

経
っ
て
お
ら
ず
、「
和
平
演
変
」（
平
和
的
な
手
段
に
よ
る
体
制
転
覆
）
を

警
戒
し
て
い
た
。
そ
の
後
も
中
国
大
陸
の
民
主
化
は
大
き
な
進
展
が
な
く
、

双
方
の
政
治
体
制
や
理
念
の
違
い
は
全
く
解
消
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
同
綱
領
が
対
等
な
関
係
を
主
張
す
る
の
に
対
し
て
、
中
国
大
陸

は
一
貫
し
て
、「
一
国
家
二
制
度
」
に
よ
る
統
一
を
主
張
し
て
き
た
。「
一

国
家
」
と
は
「
中
華
人
民
共
和
国
」
を
指
す
。
つ
ま
り
、
台
湾
に
は
特
別

行
政
区
と
な
り
、
中
国
大
陸
の
従
属
領
域
に
な
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。

台
湾
の
民
主
化
以
前
、
中
国
大
陸
の
最
高
指
導
者
で
あ
っ
た

小
平
は
、

「
台
湾
に
は
官
吏
を
派
遣
せ
ず
、
独
自
の
軍
隊
の
保
有
を
認
め
る
の
で
、

香
港
へ
の
扱
い
と
は
異
な
る
」
と
主
張
し
た
。
こ
れ
は
連
邦
制
を
想
定
し

た
構
想
と
も
言
わ
れ
た
が
、
公
式
に
は
否
定
さ
れ
た
。
現
在
の
台
湾
は
ど

の
国
に
も
従
属
せ
ず
、
ま
た
既
に
民
主
化
も
果
た
し
た
。
な
ぜ
今
さ
ら
中

国
大
陸
に
従
属
す
る
必
要
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
現
在
の
中
国
大
陸
政
府

は
、
こ
の
根
本
的
な
問
題
に
答
え
て
い
な
い
。

さ
ら
に
、
中
国
大
陸
は
、
台
湾
に
よ
る
国
際
組
織
へ
の
参
加
を
歓
迎
し

な
か
っ
た
。
台
湾
は
現
在
、
国
連
に
「
中
華
民
国
」
の
名
義
に
お
い
て
加

盟
申
請
を
行
っ
て
お
り
、
中
国
の
正
統
政
府
の
座
を
手
に
入
れ
た
「
中
華

人
民
共
和
国
」
を
脅
か
す
恐
れ
が
あ
る
。
し
か
し
、
独
立
関
税
領
域
と
し

て
の
加
盟
を
求
め
た
世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
で
も
、
中
国
大
陸
は
台

湾
の
加
盟
を
妨
害
し
た
。
一
九
九
二
年
（
国
家
統
一
綱
領
制
定
の
翌
年
）、

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
前
身
）
理
事
会
に
「
中
先
台
後
」（
中
国
の
加
盟

を
優
先
し
、
台
湾
の
加
盟
は
そ
の
後
と
す
る
）
原
則
を
認
め
さ
せ
た
。
台

湾
の
宗
主
国
を
名
乗
り
、
そ
の
加
盟
問
題
へ
の
関
与
を
試
み
た
の
だ
と
思

わ
れ
る
（
参
考
文
献
①
）。
こ
の
た
め
、
台
湾
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
は
そ
の
交

渉
妥
結
後
も
、
中
国
大
陸
の
交
渉
妥
結
ま
で
待
た
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

③
国
家
統
一
綱
領
と
「
独
立
台
湾
」
論
。

台
湾
の
李
総
統
は
二
○
○
○
年
の
退
任
ま
で
、
国
家
統
一
綱
領
か
ら
逸

脱
し
た
発
言
を
避
け
、
そ
の
実
務
外
交
も
同
綱
領
の
趣
旨
に
沿
う
も
の
で

あ
っ
た
。
だ
が
、
中
国
大
陸
は
、
彼
が
台
湾
を
独
立
国
家
と
見
な
す
「
独

立
台
湾
」
派
、
あ
る
い
は
隠
れ
「
独
立
派
」
で
あ
る
と
非
難
し
た
。
そ
し

て
、
台
湾
の
新
党
な
ど
一
部
の
統
一
派
と
共
に
、
民
主
化
へ
の
動
き
を

「
法
理
独
立
」
と
決
め
付
け
た
。

し
ば
ら
く
の
間
、
台
湾
政
府
は
、「
一
つ
の
中
国
」
原
則
と
現
状
認
識

の
間
で
揺
れ
動
き
、「
一
国
家
二
地
区
」
や
「
一
国
家
二
政
府
」
を
提
示

し
た
。
だ
が
、
国
際
法
上
、
国
家
を
代
表
す
る
政
府
は
一
つ
し
か
存
在
せ

ず
、
こ
れ
ら
の
モ
デ
ル
は
現
実
逃
避
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

国
家
統
一
綱
領
の
趣
旨
と
現
状
認
識
を
両
立
さ
せ
た
の
は
、
李
総
統
に

よ
る
一
九
九
九
年
の
「
特
殊
な
国
と
国
の
関
係
」
発
言
が
初
め
て
で
あ
っ

た
。
中
国
大
陸
は
こ
れ
を
「
両
国
論
」
と
呼
び
、「
台
湾
独
立
」
だ
と
非

難
し
た
。
し
か
し
、
同
発
言
は
本
来
、
台
湾
と
中
国
大
陸
の
特
殊
な
関
係

を
主
張
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
当
時
の
蘇
起
大
陸
委
員
会
主
任
委
員
も
、

同
発
言
の
趣
旨
は
「
一
中
両
国
」（
一
つ
の
中
国
、
二
つ
の
国
家
）
で
あ

る
と
釈
明
し
た
。
つ
ま
り
、
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
中
国
を
認
め
て
お
り
、

国
家
統
一
綱
領
の
趣
旨
と
も
合
致
す
る
の
で
あ
る
。

確
か
に
中
国
大
陸
や
統
一
派
の
立
場
に
立
て
ば
、
台
湾
の
民
主
化
に
は

「
独
立
台
湾
」
論
や
「
法
理
独
立
」
の
要
素
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
否

定
で
き
な
い
。
な
ら
ば
、
民
主
化
の
産
物
で
あ
る
国
家
統
一
綱
領
も
同
様

で
あ
る
。と
こ
ろ
が
、
中
国
大
陸
は
陳
総
統
の
同
綱
領
の
「
終
止
」を
「
法

理
独
立
」
と
し
て
非
難
し
た
。
こ
れ
は
同
綱
領
の
内
容
を
見
ず
、
そ
の
名

称
だ
け
を
崇
め
て
い
る
た
め
に
犯
し
た
矛
盾
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

●
陳
水
扁
政
権
の
対
中
国
大
陸
政
策
と
国
家
統
一
綱
領

①
「
四
不
一
没
有
」
の
条
件
。

今
回
の
措
置
は
、
陳
総
統
が
二
○
○
○
年
の
就
任
演
説
で
表
明
し
た
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ト

「
台
湾
独
立
」
を
め
ぐ
る
レ
ト
リ
ッ
ク̶

国
家
統
一
委
員
会
・
国
家
統
一
綱
領
の
「
終
止
」
と
中
国
国
民
党
の
「
台
湾
論
述
」

「
四
不
一
没
有
」（
四
つ
の
ノ
ー
、
一
つ
の
な
い
）
に
反
す
る
と
ア
メ
リ

カ
や
中
国
か
ら
批
判
さ
れ
た
。「
四
不
一
没
有
」
と
は
、
陳
総
統
が
任
期

中
に
「
独
立
宣
言
を
し
な
い
、
国
号
を
変
更
し
な
い
、
二
国
論
の
憲
法
へ

の
挿
入
を
推
進
し
な
い
、
現
状
を
変
更
す
る
公
民
投
票
を
推
進
し
な
い
、

ま
た
国
家
統
一
綱
領
や
国
家
統
一
委
員
会
を
排
除
す
る
と
い
う
問
題
も
な

い
」
と
保
証
し
た
こ
と
を
さ
す
。

た
だ
し
、
こ
の
「
四
不
一
没
有
」
に
は
、「
中
共
が
台
湾
へ
の
武
力
発

動
を
意
図
さ
え
し
な
け
れ
ば
」
と
の
条
件
が
付
い
て
い
る
。
二
○
○
五
年

三
月
、
中
国
大
陸
は
「
非
平
和
的
手
段
」
の
発
動
手
続
き
を
含
む
反
国
家

分
裂
法
を
制
定
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
以
降
に
陳
総
統
が
「
四
不
一

没
有
」
を
放
棄
し
て
も
、
公
約
違
反
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

②
対
中
国
大
陸
関
係
の
改
善
を
目
指
し
た
陳
水
扁
政
権
。

で
は
、
そ
も
そ
も
、
な
ぜ
陳
総
統
は
敢
え
て
「
四
不
一
没
有
」
を
唱
え

た
の
だ
ろ
う
か
。

一
つ
の
理
由
は
、
彼
自
身
の
「
中
華
民
国
」
総
統
就
任
に
よ
り
、
台
湾

が
「
中
華
民
国
」
か
ら
独
立
す
る
必
要
性
が
失
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま

た
、
彼
は
以
前
か
ら
、
台
湾
独
立
を
半
ば
放
棄
し
て
い
た
。
一
九
九
○
年

に
旧
東
西
ド
イ
ツ
を
モ
デ
ル
と
し
た
「
中
華
民
国
」
と
「
中
華
人
民
共
和

国
」
の
基
礎
条
約
あ
る
い
は
相
互
不
可
侵
条
約
の
締
結
を
主
張
し
（
参
考

文
献
③
、
一
六
七
ペ
ー
ジ
を
参
照
）、
一
九
九
九
年
に
は
中
国
大
陸
と
の

Ｆ
Ｔ
Ａ
締
結
を
主
張
し
た
。
さ
ら
に
総
統
就
任
後
は
、
経
済
統
合
か
ら
政

治
統
合
へ
の
波
及
も
想
定
し
た
双
方
の
統
合
ま
で
提
案
し
て
、
独
立
派
か

ら
の
非
難
を
浴
び
た
。
当
時
の
民
進
党
は
「
西
進
強
本
」（
あ
え
て
中
国

大
陸
と
接
触
す
る
こ
と
で
、
台
湾
の
地
位
を
強
化
す
る
）
政
策
を
唱
え
、

中
国
大
陸
と
の
関
係
正
常
化
で
各
派
閥
が
合
意
し
て
い
た
。
当
初
の
陳
水

扁
政
権
は
、
李
登
輝
政
権
よ
り
も
、
国
家
統
一
綱
領
の
趣
旨
に
忠
実
で
あ

っ
た
。

③
対
話
を
求
め
る
台
湾
、
拒
絶
を
貫
い
た
中
国
大
陸
。

も
う
一
つ
の
理
由
は
、「
台
湾
独
立
」
を
望
ま
な
い
ア
メ
リ
カ
政
府
か

ら
要
求
さ
れ
た
た
め
と
言
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、「
四
不
一
没
有
」
は

独
立
宣
言
だ
け
で
な
く
、
国
号
変
更
の
放
棄
も
含
ん
で
い
た
。
国
号
変
更

は
憲
法
改
正
で
実
現
可
能
で
あ
り
、
独
立
と
無
関
係
で
あ
る
。
ま
た
、
中

国
大
陸
で
は
「
中
華
人
民
共
和
国
」
が
建
国
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
中
国
大

陸
に
よ
る
「
中
華
民
国
」
か
ら
の
独
立
か
、
あ
る
い
は
国
号
変
更
の
い
ず

れ
か
に
相
当
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
中
国
大
陸
は
台
湾
の
国
号
変
更
を
非

難
で
き
る
立
場
に
な
く
、
ま
た
、
台
湾
側
の
国
号
変
更
を
放
棄
し
た
「
四

不
一
没
有
」
も
過
剰
な
譲
歩
だ
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。

実
は
、「
四
不
一
没
有
」
の
表
明
に
あ
た
り
、
ア
メ
リ
カ
政
府
が
交
換

条
件
を
提
示
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。辜

敏
総
統
府
資
政
（
上
級
顧
問
）

に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
台
湾
が
「
四
不
一
没
有
」
を
承
諾
す
れ

ば
、
中
国
大
陸
と
の
対
話
ル
ー
ト
を
再
開
さ
せ
る
と
約
束
し
た 

（「
四
不

一
沒
有 

中
国
騙
美 

美
騙
台
湾
」『
自
由
時
報
』
二
○
○
六
年
二
月
三
日
付
）。

確
か
に
ア
メ
リ
カ
政
府
は
中
国
大
陸
政
府
や
胡
錦
濤
国
家
主
席
に
対
し
て
、

台
湾
政
府
や
陳
総
統
と
の
対
話
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

し
か
し
、
中
国
大
陸
は
「（「
四
不
一
没
有
」
に
対
し
て
）
言
葉
ど
お
り

に
実
行
さ
れ
る
か
観
察
す
る
」
と
冷
淡
な
反
応
を
示
し
、
台
湾
の
期
待
を

裏
切
っ
た
。
さ
ら
に
陳
総
統
の
民
進
党
主
席
就
任
（
二
○
○
二
年
）
直
前
、

中
国
大
陸
は
ナ
ウ
ル
と
国
交
を
結
び
、
台
湾
と
断
交
さ
せ
た
。
こ
れ
に
怒

っ
た
陳
総
統
は
「
一
国
一
辺
」
発
言
を
行
い
、
以
後
「
独
立
」
的
な
態
度

を
強
め
て
い
っ
た
。

●
中
国
国
民
党
の
「
台
湾
論
述
」
と
主
権
問
題

①
中
国
国
民
党
の
「
台
湾
論
述
」。

国
家
統
一
委
員
会
や
国
家
統
一
綱
領
の
「
終
止
」
に
は
、
伏
線
と
し
て

中
国
国
民
党
に
よ
る
台
湾
帰
属
意
識
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
。
馬
主
席

は
中
国
国
民
党
主
席
へ
の
当
選
後
、
八
月
二
二
日
の
中
央
評
議
委
員
会
に

お
い
て
、
中
国
国
民
党
は
「
台
湾
論
述
」（
台
湾
に
関
す
る
表
明
）
が
な

い
た
め
に
誹
謗
中
傷
を
受
け
て
い
る
と
指
摘
し
、「
先
に
台
湾
と
繋
が
っ

て
こ
そ
、
中
国
が
あ
る
」
と
の
歴
史
観
の
表
明
が
必
要
だ
と
の
認
識
を
示

し
た
。

そ
の
二
カ
月
後
、「
光
復
」（
台
湾
の
「
中
華
民
国
復
帰
」）
記
念
日
、

彼
は
日
刊
紙
で
エ
ッ
セ
イ
を
発
表
し
た
（「
記
念
台
湾
光
復
一
甲
子
」『
中
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分
析
リ
ポ
ー
ト

「
台
湾
独
立
」
を
め
ぐ
る
レ
ト
リ
ッ
ク̶

国
家
統
一
委
員
会
・
国
家
統
一
綱
領
の
「
終
止
」
と
中
国
国
民
党
の
「
台
湾
論
述
」

国
時
報
』
二
○
○
五
年
一
○
月
二
五
日
付
）。
日
本
統
治
時
代
の
台
湾
に

お
け
る
抵
抗
運
動
を
中
国
大
陸
に
お
け
る
国
民
革
命
と
並
び
賞
賛
し
、
日

本
の
植
民
地
統
治
は
台
湾
の
発
展
に
寄
与
し
な
か
っ
た
と
結
論
付
け
た
。

二
二
八
事
件
へ
の
言
及
で
は
、
外
省
人
と
本
省
人
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
対
立
を

否
定
し
、
同
事
件
は
台
湾
独
立
で
は
な
く
、
ま
た
、
中
国
国
民
党
は
台
湾

に
と
っ
て
外
来
政
権
で
な
か
っ
た
と
主
張
し
た
。
一
方
で
、
蒋
介
石
・
経

国
の
独
裁
や
、
民
主
化
を
導
い
た
李
登
輝
政
権
に
は
言
及
せ
ず
、
あ
た
か

も
「
中
華
民
国
」
が
一
貫
し
て
民
主
的
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
述
べ
た
。

②
政
治
的
な
台
湾
史
の
歪
曲
。

こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
、
中
国
国
民
党
の
台
湾
統
治
に
対
す
る
反
省
を
避
け

て
い
る
。
中
国
国
民
党
・
軍
は
支
配
階
級
と
し
て
君
臨
し
、
台
湾
本
省
人

を
差
別
し
た
点
で
日
本
人
と
同
じ
で
あ
る
。
日
本
人
が
厳
格
な
規
律
に
よ

っ
て
支
配
し
た
の
に
対
し
、
中
国
国
民
党
や
軍
は
個
人
的
な
欲
望
に
基
づ

き
、
無
秩
序
な
殺
人
や
暴
力
、
強
奪
を
行
っ
た
。
そ
の
た
め
、
台
湾
本
省

人
に
は
日
本
時
代
の
秩
序
を
評
価
す
る
者
も
少
な
く
な
い
。

そ
の
た
め
、
馬
主
席
の
「
台
湾
論
述
」
は
、
こ
う
し
た
日
本
と
中
国
国

民
党
に
対
す
る
台
湾
人
の
歴
史
的
評
価
を
逆
転
さ
せ
よ
う
と
試
み
た
側
面

が
強
い
。
日
本
と
い
う
外
敵
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
台
湾
帰
属
意
識
と
中

国
帰
属
意
識
の
両
立
を
試
み
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ち
な
み
に
、
類
似
し
た
手
法
は
中
国
側
も
使
っ
た
。
同
日
、
賈
慶
林
中

国
共
産
党
政
治
局
常
務
委
員
・
政
治
協
商
会
議
主
席
は
「
台
湾
独
立
は
日

本
軍
国
主
義
分
子
の
陰
謀
だ
」
と
述
べ
た
。
こ
ち
ら
は
全
く
根
拠
が
な
い
。

と
い
う
の
も
、
戦
前
の
台
湾
独
立
運
動
は
日
本
に
対
す
る
抵
抗
運
動
の
一

つ
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
戦
後
の
同
運
動
は
「
中
華
民
国
」
＝
中
国
国
民
党

政
府
か
ら
の
独
立
を
目
指
し
た
。
日
本
は
承
認
切
り
替
え
ま
で
、
同
運
動

を
弾
圧
し
た
中
国
国
民
党
政
府
を
承
認
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
当
時
の
同

運
動
が
、
一
九
八
○
年
代
以
降
の
民
主
化
運
動
や
今
日
の
民
進
党
に
直
結

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
）。

③
中
国
国
民
党
は
「
台
湾
独
立
」
に
賛
成
な
の
か
、
反
対
な
の
か
？

国
家
統
一
綱
領
の
「
終
止
」
は
、
中
国
国
民
党
に
台
湾
の
法
的
な
地
位

に
つ
い
て
明
確
な
態
度
表
明
を
迫
り
、
台
湾
と
中
国
と
い
う
二
つ
の
帰
属

意
識
の
両
立
を
困
難
に
す
る
効
果
を
も
た
ら
し
た
。

中
国
国
民
党
は
陳
総
統
に
よ
る
国
家
統
一
委
員
会
と
国
家
統
一
綱
領
の

廃
止
発
言
の
後
、
本
土
派
の
日
刊
紙
に
「
台
湾
の
実
務
の
道
」
と
題
す
る

広
告
を
掲
載
し
た
（『
自
由
時
報
』
二
○
○
六
年
二
月
一
四
日
付
）。
ま
た
、

馬
主
席
は
英
国
訪
問
中
の
二
月
二
一
日
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
番
組

に
出
演
し
、
対
中
政
策
に
つ
い
て
発
言
し
た
（
参
考
文
献
④
）。

こ
の
二
つ
の
内
容
に
は
一
致
す
る
点
が
多
い
。
ま
ず
「
台
湾
の
将
来
に

は
独
立
、
現
状
維
持
、
統
一
と
い
う
三
つ
の
選
択
肢
が
あ
り
、
台
湾
の
有

権
者
が
選
択
す
べ
き
」
と
の
認
識
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
上
で
、「
最

終
的
に
は
統
一
が
望
ま
し
い
。
し
か
し
、
中
国
大
陸
の
経
済
水
準
や
民
主

化
が
不
十
分
な
現
状
で
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
状
維
持
が

最
良
の
選
択
肢
で
あ
る
」
と
主
張
し
た
。
ま
た
馬
主
席
は
中
国
大
陸
の
反

国
家
分
裂
法
へ
の
反
対
を
表
明
し
つ
つ
、
緊
張
緩
和
の
必
要
性
も
主
張
し

た
。こ

の
よ
う
に
、
中
国
国
民
党
と
陳
水
扁
政
権
は
選
挙
と
同
時
に
、
台
湾

帰
属
意
識
の
強
さ
を
競
っ
て
い
た
。
国
家
統
一
綱
領
の
「
終
止
」
は
、
そ

の
質
を
問
う
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
中
国
国
民
党
は
陳
水
扁
政
権
に
比
べ

る
と
、
曖
昧
な
台
湾
帰
属
意
識
し
か
示
せ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

●
ま
と
め

①
「
台
湾
独
立
」
の
レ
ト
リ
ッ
ク
。

こ
こ
で
再
び
、
法
的
な
観
点
に
戻
り
た
い
。台
湾
独
立
と
は
本
来
、「
中

華
民
国
」（
戦
前
は
日
本
）か
ら
の
独
立
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
、「
法

理
独
立
」
は
偽
物
で
あ
り
、
台
湾
地
位
未
定
論
（
以
下
、
未
定
論
）
こ
そ

が
本
物
で
あ
る
。
未
定
論
は
「
中
華
民
国
」
の
台
湾
取
得
に
は
法
的
な
瑕

疵
が
あ
り
、
国
際
法
に
取
得
時
効
は
存
在
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、「
中

華
民
国
」
政
府
の
台
湾
統
治
は
非
合
法
だ
と
結
論
付
け
（
参
考
文
献
②
）、

外
来
政
権
た
る
中
国
国
民
党
政
府
を
否
定
す
る
根
拠
と
な
っ
た
。
確
か
に

歴
史
的
経
緯
の
真
相
究
明
と
し
て
は
、
一
定
の
説
得
力
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
。

し
か
し
、「
中
華
民
国
」
は
既
に
民
主
化
を
果
た
し
、
同
政
府
は
中
国
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国
民
党
政
府
で
は
な
く
な
っ
た
。
台
湾
の
有
権
者
の
多
く
は
台
湾
＝
「
中

華
民
国
」
＝
独
立
し
た
主
権
国
家
と
い
う
現
状
認
識
を
持
っ
て
い
る
。
そ

の
た
め
、「
台
湾
独
立
」
は
本
来
の
意
義
を
失
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
敢

え
て
意
味
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
民
主
化
の
た
め
の
憲
政
改
革
と
、
主
権
国

家
と
し
て
国
際
社
会
に
参
加
す
る
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

だ
が
、
前
者
は
既
に
相
当
程
度
達
成
さ
れ
た
。
憲
政
改
革
の
う
ち
未
達

成
の
課
題
に
、
五
院
か
ら
三
権
分
立
へ
の
移
行
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ

は
民
主
化
や
「
独
立
」
と
直
接
の
関
連
が
な
く
、
差
し
迫
っ
た
必
要
性
が

な
い
。
ま
た
、
陳
総
統
は
有
権
者
向
け
の
ア
ピ
ー
ル
と
し
て
新
憲
法
制
定

を
目
指
す
意
向
を
表
明
し
た
。
し
か
し
、
実
際
は
現
行
憲
法
の
改
正
手
続

き
を
経
た
全
面
的
な
改
正
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、「
独
立
」
の
た
め
の
新

憲
法
で
は
な
い
と
諸
外
国
に
釈
明
で
き
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
立
法
院
の

三
分
の
二
の
賛
成
を
得
ら
れ
な
い
た
め
、
そ
の
実
現
可
能
性
は
低
い
。

後
者
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
現
状
で
は
、
諸
外
国
の
大
多
数
が
台
湾

を
主
権
国
家
と
承
認
せ
ず
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
へ
も
領
域
と
し
て
の
加
盟
が
実
現
し

た
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
参
加
資
格
が
主
権
国
家
に
限
定
さ
れ
た
国
際
組

織
や
会
議
も
多
い
。根
本
的
な
解
決
に
は
、「
中
華
民
国
」＝
台
湾
が
、「
中

華
人
民
共
和
国
」
と
別
の
主
権
国
家
と
し
て
承
認
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

だ
が
、
い
ず
れ
も
「
中
華
民
国
」
の
台
湾
化
で
あ
り
、
国
家
統
一
綱
領

に
も
記
さ
れ
た
課
題
で
あ
る
。
陳
総
統
は
国
家
統
一
綱
領
の
趣
旨
を
大
き

く
踏
み
外
し
た
と
は
言
い
が
た
い
。
皮
肉
に
も
、
中
国
大
陸
が
「
台
湾
独

立
」
と
非
難
す
る
の
を
利
用
し
て
、
陳
総
統
は
理
論
上
不
可
能
な
は
ず
の

「
台
湾
独
立
」
の
推
進
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

②
台
湾
と
中
国
大
陸
の
関
係
正
常
化
に
向
け
て
。

む
し
ろ
問
題
な
の
は
、
中
国
国
民
党
で
あ
る
。
馬
主
席
は
究
極
的
な
目

標
と
し
て
統
一
を
掲
げ
な
が
ら
も
、
近
い
将
来
に
お
け
る
現
実
性
は
な
い

と
断
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
方
で
は
外
省
人
を
中
心
と
す
る
統
一
派
の

受
け
を
狙
っ
て
、
中
国
共
産
党
に
接
近
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
中
国
大
陸

を
訪
問
す
る
中
国
国
民
党
関
係
者
ら
は
、「
中
華
民
国
」
へ
の
言
及
を
避

け
て
い
る
。
こ
れ
で
は
「
一
つ
の
中
国
」
＝
「
中
華
人
民
共
和
国
」
と
い

う
解
釈
を
助
長
す
る
恐
れ
も
あ
る
。
そ
れ
を
取
り
繕
う
た
め
、
馬
主
席
は

三
月
の
訪
米
中
、「
一
つ
の
中
国
」
と
は
「
中
華
民
国
」
だ
と
述
べ
た
が
、

時
代
錯
誤
の
妄
想
を
繰
り
返
す
こ
と
は
建
設
的
で
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
国
家
統
一
綱
領
は
法
律
で
は
な
く
、
そ
の
名
目
的
な

存
在
を
金
科
玉
条
の
如
く
重
視
す
る
必
要
は
な
い
。台
湾
に
「
中
華
民
国
」

が
存
在
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
同
政
府
が
同
綱
領
の
趣
旨
（
特
に
第
一
お
よ

び
第
二
段
階
）
を
実
施
し
続
け
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
逆
に
「
中
華
民
国
」

は
既
に
消
滅
し
た
と
主
張
す
る
こ
と
は
、
同
綱
領
の
趣
旨
に
反
対
す
る
こ

と
に
な
る
。
中
国
大
陸
は
自
ら
が
台
湾
の
「
中
華
民
国
」
を
正
視
し
な
か

っ
た
故
に
、
国
家
統
一
綱
領
を
「
終
止
」
に
追
い
や
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と

を
認
識
す
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
上
で
双
方
の
関
係
正
常
化
を
図
る
べ
き

で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
た 

け
う
ち　

た
か
ゆ
き
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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○
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②
彭
明
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『
台
湾
の
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的
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』
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版
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一
九
七
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年
。

③
柳
金
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『
大
胆
西
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？
戒
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用
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民
進
党
大
陸
政
策
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析
』
時
英
出
版
社
、

一
九
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八
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。

④http://new
s.bbc.co.uk/2/hi/program

m
es/hardtalk/4736846.stm

（
二
○
○
六

年
四
月
一
七
日
現
在
、
番
組
映
像
の
視
聴
が
可
能
）
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